
12
月
議
会
は
12
月
２
日
か

ら
12
月
19
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

日
本
共
産
党
市
議
団
の
質
問

は
12
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。岩

井
議
員
は
冒
頭
、
10
月

27
日
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で

自
公
が
過
半
数
割
れ
と
な
っ

た
の
は
「
裏
金
問
題
」
に
つ

い
て
の
国
民
の
厳
し
い
審
判

の
結
果
で
、
今
こ
そ
自
民
党

政
治
を
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

岩
井
議
員
は
３
つ
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
通
学
に
向
け
て
で
す
。

市
内
で
は
、
小
学
校
13
校

の
校
門
前
の
見
守
り
計
37
名

と
、
市
内
小
中
学
校
の
地
域

学
校
協
働
活
動
の
一
環
と
し

て
朝
・
放
課
後
の
登
下
校
を

見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

貴
重
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
校
門
前
の
見

守
り
（
有
償
）
と
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
無
償
）
の
違

い
を
質
問
し
ま
し
た
。

市
答
弁
…
校
門
前
の
見
守

り
の
方
は
市
の
安
全
管
理
委

員
と
し
て
校
門
前
だ
け
で
な

く
、
学
校
の
安
全
管
理
に
関

す
る
様
々
な
業
務
を
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
一
方
登
下

校
の
見
守
り
の
方
は
あ
く
ま

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
無

償
で
本
人
の
都
合
で
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

２
つ
目
は
、
地
域
公
共
交

通
の
改
善
に
つ
い
て
で
す
。

布
佐
駅
か
ら
新
木
駅
間
を

運
行
し
て
い
た
路
線
バ
ス
が

採
算
の
問
題
で
、
事
業
者
か

ら
一
時
廃
線
が
示
さ
れ
た
が

平
和
台
等
の
市
民
か
ら
何
と

か
し
て
ほ

し
い
と
の

要
望
に
市

は
助
成
し

運
行
が
継

続
さ
れ
、
市
民
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

市
内
の
路
線
バ
ス
・
あ
び

バ
ス
の
現
在
の
路
線
数
と
問

題
を
抱
え
て
い
る
路
線
の
状

況
を
質
問
し
ま
し
た
。

市
答
弁
…
現
在
民
間
が
11

路
線
、
あ
び
バ
ス
が
６
路
線
。

我
孫
子
駅
北
口
か
ら
布
施

弁
天
ま
で
の
便
の
一
部
減
便

を
考
え
て
い
る
。

大
和
団
地
～
天
王
台
間
の

バ
ス
路
線
は
採
算
面
か
ら
廃

線
に
な
る
の
で
は
と
の
事
で

す
が
大
和
自
治
会
と
の
話
し

合
い
は
し
て
い
ま
す
か
。

市
答
弁
…

自
治
会
と
の

話
し
合
い
は
行
っ
て
い
な
い
。

岩
井
議
員
は
自
治
会
と
の

話
し
合
い
を
行
い
対
策
を
し

て
欲
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
布
佐
地
区
へ
の
あ
び

バ
ス
の
路
線
実
現
と
、
松
戸

市
で
行
っ
て
い
る
「
グ
リ
ー

ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」

の
研
究
を
提
案
し
ま
し
た
。

３
つ
目
は
、
Ｃ
О
Ｐ
29
に

つ
い
て
で
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
つ

と
し
て
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
県
内

で
は
早
く
か
ら
取
り
組
み
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
遅
れ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
何
故
か

質
問
し
ま
し
た
が
明
解
な
回

答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

船
橋
議
員
は
冒
頭
、
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
に
、
長
崎
県
出
身

者
と
し
て
、
と
て
も
嬉
し
く

お
も
い
ま
す
。
常
々
平
和
が

一
番
と
考
え
て
い
ま
す
と
訴

え
質
問
を
始
め
ま
し
た
。

船
橋
議
員
は
３
つ
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
教
育
環
境
行

政
に
つ
い
て
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
）
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
我
孫
子
市
立
少
年
野

球
場
の
給
水
は
井
水
か
上
水

か
質
問
し
ま
し
た
。
市
答
弁

…
井
水
を
給
水
。
上
水
は
５

０
０
ｍ
離
れ
て
い
て
工
事
費

用
が
高
額
に
な
り
、
利
用
者

が
土
、
日
と
頻
度
が
少
な
い
。

質
問
す
る
中
で
、
蛇
口
が

13
箇
所
あ
り
、
浄
水
器
の
あ

る
も
の
は
５
箇
所
、
残
り
の

８
箇
所
は
グ
ラ
ン
ド
散
水
と

ト
イ
レ
用
と
し
て
井
水
を
給

水
し
て
い
る
（
飲
む
な
と
表

示
し
て
い
る
）
と
判
明
。

船
橋
議
員
は
安
全
の
た
め

13
箇
所
全
て
に
浄
水
器
の
設

置
を
求
め
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
ア
ビ
ス
タ

の
階
段
再
転
落
事
故
に
つ
い

て
で
す
。

６
月
の
事
故
に
続
き
再
び

10
月
に
転
落
事
故
が
起
こ
り

ま
し
た
。
70
代
の
女
性
が
転

落
し
11
月
に
通
院
を
終
え
た

と
の
こ
と
で
す
。
船
橋
議
員

は
踏
面
（
奥
行
）
が
約
34
㎝

ふ
み
づ
ら

と
か
な
り
長
く
、
専
門
家
の

検
証
を
求
め
ま
し
た
が
、
市

は
30
㎝
以
上
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

３
つ
目
は
、
安
心
安
全
な

町
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

国
道
３
５
６
号
線
と
台
田

２
丁
目
の
交
差
点
に
信
号
機

の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

市
の
答
弁
…
現
場
は
周
知

し
て
い
る
。
県
に
要
望
し
て

ゆ
く
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
今
年
の

1
月
17
日
で
30
年
に
な
り
ま
し
た

▼
震
度
７
の
大
地
震
で
６
４
３
４
人

の
犠
牲
者
と
家
屋
全
半
壊
（
焼
）
約

47
万
世
帯
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
▼

直
下
型
地
震
は
神
戸
市
を
中
心
と
し

た
都
市
災
害
と
な
り
、
高
層
ビ
ル
や

地
下
街
の
建
設
を
優
先
し
安
全
を
無

視
し
た
都
市
開
発
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

耐
震
基
準
が
改
め
ら
れ
る
81
年
よ
り

前
の
建
物
が
多
か
っ
た
の
も
被
害
を

大
き
く
し
ま
し
た
▼
被
災
者
へ
の
公

的
支
援
・
個
人
補
償
を
政
府
が
拒
否

し
た
た
め
被
災
者
は
融
資
に
殺
到
し
、

そ
の
後
の
返
済
の
重
圧
を
負
い
ま
す

▼
持
ち
家
を
失
っ
た
人
の
約
３
分
の

１
が
資
金
不
足
で
自
宅
再
建
を
断
念

し
、
仮
設
住
宅
と
復
興
公
営
住
宅
は

多
く
が
郊
外
な
ど
被
災
市
街
地
か
ら

離
れ
た
場
所
に
建
設
。
抽
選
で
被
災

者
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
ま
し
た
▼
約
７

７
０
０
戸
供
給
さ
れ
た
借
り
上
げ
復

興
公
営
住
宅
で
は
県
や
神
戸
市
、
西

宮
市
が
裁
判
に
訴
え
る
な
ど
入
居
者

の
追
い
出
し
が
大
問
題
と
な
り
ま
し

た
▼
こ
う
し
た
中
で
公
的
支
援
・
個

人
補
償
の
運
動
が
お
き
ま
し
た
。
被

災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
98
年
に
成

立
。
阪
神
・
淡
路
は
対
象
外
で
、
支

援
額
も
１
０
０
万
円
な
ど
不
十
分
で

し
た
が
、
07
年
の
改
正
で
住
宅
再
建

に
も
使
え
る
３
０
０
万
支
給
に
つ
な

が
り
ま
す
。

（
Ｔ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

▼アビスタ２階第2和室

（手賀沼公園内）

▼2月23日(日)14:00から

主催 日本共産党我孫子

南地域後援会

12月議会報告

傍聴記

新春懇談会のお知らせ

当日は市議を迎えての市政報

告も予定しています。

新しい年を迎えて国政・市政・

暮らしの事など自由に話せる

場にしますのでこぞって参加

下さい。

岩
井
議
員
の
質
問

船
橋
議
員
の
質
問
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旧
水
戸
道
が
、
我
孫
子
宿
か

ら
布
佐
、
布
川
を
経
て
龍
ヶ
崎

に
至
る
コ
ー
ス
か
ら
、
天
和
２

て
ん
な

年
（
１
６
８
２
）
ご
ろ
、
我
孫

子
宿
か
ら
柴
崎
、
青
山
を
経
て

取
手
に
至
る
コ
ー
ス
に
変
更
と

な
り
ま
し
た
。

そ
の
分
岐
点
の
「
我
孫
子
宿

水
戸
道
・
成
田
道
追
分
」
か
ら

お
い
わ
け

柴
崎
方
面
に
何
回
か
巡
り
ま
す
。

国
道
３
５
６
号
の
我
孫
子
宿

の
東
端
の
一
小
入
口
付
近
の
三

叉
路
に
「
追
分
」
が
あ
り
ま
す
。

荒
れ
果
て
て
い
ま
し
た
が
、
寿

の
有
志
の
方
が
声
を
あ
げ
２
年

前
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

成
田
線
の
「
浜
街
道
踏
切
」

を
渡
る
と
「
栄
」
で
す
。
昭
和

42
年
と
、
53
年
に
住
居
表
示
さ

れ
ま
し
た
。
栄
は
ほ
ぼ
台
地
上

で
、
東
と
南
側
が
低
地
で
す
。

信
号
を
渡
っ
て
す
ぐ
北
側
の

緑
地
は
、
埋
め
立
て
造
成
さ
れ

更
地
と
な
り
、
現
在
約
60
軒
の

戸
建
て
住
宅
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

南
側
の
あ
び
バ
ス
「
住
宅
前
」

の
停
留
所
名
は
、
昭
和
17
年
に

日
立
精
機
の
工
場
が
完
成
し
、

社
宅
が
栄
に
も
つ
く
ら
れ
た
そ

の
名
残
で
す
。

社
宅
の
集
合
住
宅
は
現
在
分

譲
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
を
下
り
、
常
磐
線
沿
い
に

は
常
磐
線
複
々
線
化
に
伴
い
で

き
た
「
JR
東
日
本
松
戸
車
両
セ

ン
タ
ー
我
孫
子
出
張
所
」
の
電

車
基
地
が
あ
り
ま
す
。

坂
を
下
り
切
る
と
船
取
線
の

「
泉
交
差
点
」
で
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
我
孫
子
の
地
名
と

歴
史
」

その７９

水戸道・成田道追分

社宅の集合住宅跡分譲地

更地となった緑地
現在も残る狭い生活道路

松戸車両センター

Ｎ
常磐線

旧水戸街道

★松戸車
両センター

一小

水戸道・成田道追分★

成田線

★緑地跡

浜街道踏切

住宅前バス停

社宅跡★

市営団地

栄

船取線

(356号)

当
初
は
増
備
が
見
込
ま
れ
て

い
た
Ｅ
５
０
１
系
で
し
た
が
、

常
磐
線
を
取
り
巻
く
環
境
は
変

わ
り
続
け
て
行
き
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
８
月
、
常
磐
線

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
並
行
競

合
路
線
で
あ
る
首
都
圏
新
都
市

鉄
道
（
以
降
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
）
秋
葉
原
―
つ
く
ば
間
が

開
業
し
ま
し
た
。

元
々
「
第
二
常
磐
線
」
あ
る

い
は
「
常
磐
新
線
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
の
路
線
は
、
１
９
８

５
年
の
運
輸
政
策
審
議
会
の
答

申
で
計
画
・
着
工
。
当
初
は
２

０
０
０
年
開
業
予
定
で
し
た
が
、

実
際
に
は
遅
れ
に
遅
れ
て
、
答

申
が
予
定
し
た
年
の
７
年
後
に

完
成
し
ま
し
た
。

21
世
紀
に
開
業
の
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
は
高
い
規
格
を
備

え
て
、
最
高
１
３
０
㌔
運
転
が

可
能
で
し
た
。

こ
の
並
行
す
る
路
線
が
完
成

し
た
こ
と
で
、
殺
人
的
と
も
い

え
る
常
磐
線
の
混
雑
度
は
緩
和

さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
同
時
に
競
合
す
る
路
線

と
の
「
シ
ェ
ア
争
い
」
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
シ
ェ
ア
争
い
」
に
対

応
す
べ
く
登
場
し
た
車
両
が
現

在
の
常
磐
線
中
距
離
電
車
の
主

力
で
あ
る
Ｅ
５
３
１
系
で
し
た
。

Ｅ
５
３
１
系
は
JR
東
日
本
が

開
発
し
た
通
勤
型
・
近
郊
型
の

両
方
を
併
せ
持
つ
「
一
般
型
車

両
」
と
い
う
設
計
思
想
を
反
映

し
た
車
両
で
、
特
に
最
高
速
度

を
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
同

じ
１
３
０
㌔
へ
引
き
上
げ
る
た

め
、
強
力
タ
イ
プ
の
主
電
動
機

や
高
速
運
転
時
の
安
定
性
を
向

上
し
た
台
車
な
ど
、
速
度
向
上

策
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

Ｅ
５
３
１
系
は
２
０
０
５
年

に
普
通
車
の
み
の
編
成
で
登
場

し
ま
し
た
が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
開
業
一
年
前
の
２
０
０

６
年
に
は
２
階
建
て
グ
リ
ー
ン

車
を
投
入
し
て
、
普
通
車
編
成

の
２
両
を
グ
リ
ー
ン
車
に
置
き

替
え
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）
（
緑

竹
内
）

48

「
春
」

若
松
・
高
橋
祥
子

Ｅ５３１系グリーン車

つくばエクスプレス

２
月
22
日
は
「
猫
の
日
（
ね
こ
の

ひ
）
」
。
猫
の
鳴
き
声
「
に
ゃ
ん
・

に
ゃ
ん
・
に
ゃ
ん
」
の
語
呂
合
わ
せ

で
、
日
本
の
「
猫
の
日
実
行
委
員
会
」

が
１
９
８
７
年
に
制
定
し
た
記
念
日
。

私
は
「
猫
派
」
で
す
が
、
諸
事
情

で
猫
は
飼
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
代
わ
り
猫
の
置
物
や
絵
画
を

集
め
て
い
ま
す
。
特
に
招
き
猫
は
40

年
前
に
旅
先
で
初
め
て
買
っ
た
の
で

す
が
、
改
め
て
数
え
て
み
た
ら
１
０

０
匹
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

右
手
を
挙
げ
た
猫
は
金
運
を
招
く
。

左
手
を
挙
げ
た
猫
は
人
や
お
客
様
を

招
く
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
私

の
経
験
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
１
０

０
匹
置
い
て
も
金
運
に
恵
ま
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２９


